
今年の人事院勧告は、3.62％、15,014円の賃上げ！
民間企業との比較規模を50人から、100人に引上げ

報道等ですでにご存じのことと思いますが、人事院勧告は8月7日に出

されました。私たち教員は都道府県等の人事委員会勧告を待たなければ

なりませんが、下の表は人事院勧告を受けて、全国人事委員会連合会

（全人連）が作成した教員給料表を参考にして、作成したものです。昨

年までは若年層中心の賃上げでしたが、上にも書いたとおり、比較企業

規模を引き上げたことにより、全世代の賃上げとなっています。とはい

え、物価上昇に見合った賃上げ額といえるものではありません。

私たちは全教・公務労組連絡会などを通じて、署名活動などに取り組

みました。賃上げはこうした取り組みの反映です。私たちの組織を大き

くしていくことが、さらなる賃上げや労働条件改善につながっていきま

す。（12月の「差額支給」は引上げ額×11以上の額になります！）

「教育の正常化」を求めている栃教協・栃管協
「統一教会」がつくった国際勝共連合も「教育正常化」
みなさんにはおなじみの「教育の正常化」。これは栃教協・栃管協が

結成以来掲げているスローガンです。なお、このスローガンが何を意味

し、どの程度「正常化」されたかの言及は見当たりません。

このスローガンを掲げている団体

に国際勝共連合があります。『朝日

新聞』は「国際勝共連合は教団（統

一教会のこと）創始者の文鮮明氏が

提唱し、1968年に創設された政治団

体だ」としています。

ということは「教育の正常化」は、

「統一教会」のスローガンといって

も過言ではないと思います（左が

「国際勝共連合」の活動テーマ htt

ps://www.ifvoc.org/about_us/）。

そこで、栃教協に加入しているみなさんに問いたいのです。みなさん

は「統一教会」：国際勝共連合も掲げる「教育の正常化」を今後も賛同

していきますか。
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限りない可能性を秘めて、子どもは学校に通って来る
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「かわいそうなぞう』再考
知らない人はいない『かわいそうなぞう』。戦争によって、動物も犠

牲になった反戦の話とされていますが、この絵本にはいくつかの誤りが

あるので、まずはそれを指摘します。

一つ目の誤りは、象などを死なせた1943年、本土への本格的な空襲は

行われていませんでした。1944年サイパ

ン島がアメリカ軍に占領されてから、本

土への空襲が行われるようになりました。

もう一つは、飼育員が大声で「戦争を

やめろ」と叫んだということです。当時、

こんなことを大声で言おうものなら、前

号で紹介した治安維持法ですぐに捕まっ

たでしょう。『かわいそうなぞう』が教

科書に掲載された際は、この場面は「心

の中で叫びました」と改められています。

また、素朴な疑問もあります。動物園

が空襲に遭い、檻が壊されたら動物が逃

げてしまうというくだりです。檻が壊れるほどの攻撃があったら、動物

も傷つき、逃げ出せるのか？ということです。

動物たちを「処分」する命令を出したのは、当時の東京都長官の大達

茂雄氏。東京都長官の前はシンガポール市長。その後は内務大臣になり、

戦後はＡ級戦犯で巣鴨拘置所に拘留。不起訴となったが公職追放。追放

後は衆議院となり、文部大臣就任！

動物たちの戒名は「時局捨身動物」

命を奪われた動物たちには戒名がつけられました。「時局捨身動物」。

「捨身という言葉が「特攻」を想起させます。

動物たちが亡くなったことを知った子どもたちから、たくさんの手紙

が動物園に届けられます。その内容は、動物たちの死を悼み、戦争を批

判する内容だったでしょうか。

、そんな内容ではなく、「私たちが動物たちのかたきを討つ」という手

紙でした。子どもたちの戦意高揚のために、動物たちはその命を奪われ

たのです。

戦争には謀略がつきものです。満州事変も謀略でした。このような謀

略にだまされることなく、事実を確かめることは、いつの時代にも求め

られています。

この話は、自由の森学園の鬼沢真之先生の実践記録（ビデオ）を元に

しています。

「私が教職員組合員である理由」…
Yahooの配信ニュースで、前屋毅氏が「私が教職員組合員である理由」

という記事を、３回にわたって連載しました。私たち全教や日教組の組

合員だと、時にはこんなことを考えたりします。組織率も低下し続けて

いたりするので…。

この記事に、以下のような文章があったので、引用します。

教科書で授業をやっていくための指導書を、教員は与えられていま

す。そこには板書の仕方とか、この部分でこんなことを言うとかの指

示が赤い文字で書かれていたりもします。指導書どおりにやれば、誰

でも教員ができてしまいます。そんな授業をしているので、子どもた

ちが理解しているかを意識しない教員も増えています ［中略］

教科書にあることを教員も自分なりに考えて話し、そのうえで『あ

なたは、どう考えますか』と子どもたちに問い返しながら学びを深め

ていく、そういう授業が求められているはずです。そういう授業をす

るためには教員にも知識が必要で、それには学校外でも人脈を広げて

学ぶことが大事です。それができるのが、組合の大きな利点だとおも

います。

【私が教職員組合員である理由③】「繰越金は返還しろ」と言う組合員

もいるなかで、組合の存在意義とは？ この記事のURLは右。
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